






要約:高速液体クロマトグラフィー(HPLC)による乳児神経芽細胞腫(NB)スクリーニングで

京都では従来の VMA定性テストの頻度は 1/17,901の約 4倍(1/4,579)の頻度で発見される

ようになった。このように多くの NB が乳児期に発見されているが,この中に自然治癒する

NB 例が含まれている可能性がないか,を知るためにスクリーニング陽性から治療開始前ま

での尿中 VMA,HVA 量の推移から検討した。対象とした 19 例のうち 4例(21%)に何等かの低

下傾向を認めたが,2例(Ⅰ,Ⅳs)ではVMA,HVAとも低下したが異常高値のまま,2例(Ⅱ,Ⅳs)

は HVA が低下し正常化したがVMA は高値のままであった。もし,これらがこのまま低下し続

けると 21%(4 例)の頻度で自然に低下の傾向がみられ,治癒の可能性があるのかも知れない。

特に,Ⅳs6 例中 2例に低下傾向を認めた。 


